
【１日目】・・・６月１３日（土）
9:30 受付

10:00 開会式
10:30 講義Ⅰ

『青少年教育の理解』
12:00 昼食
13:00 講義Ⅱ

『ボランティア活動の意義』
14:30 実習Ⅰ

『私たちの活動が、押さえておきたい
ＳＤＧｓの視点』

～カードゲームで未来を考えよう～
17:30 夕食・入浴
19:00 講義Ⅲ

『ＫＹＴ（危険予知トレーニング）』
22:00 消灯・就寝

令和２年度
夜須高原・県内青少年教育施設合同ボランティア養成事業

【主催及び会場】 独立行政法人国立青少年教育振興機構 国立夜須高原青少年自然の家

【共催】 福岡県立社会教育総合センター、福岡県立英彦山青年の家、福岡県立少年自然の家「玄海の家」
【協力】 北九州ＥＳＤ協議会
【対象】 大学生、社会人 ５０名程度
【参加費】 ３，０００円程度 （食事代、シーツ代、保険代等）

【申込方法】 参加申込書をFAX・郵送・メールにて国立夜須高原青少年自然の家までお送りください。
５月３０日（土）必着
※「開催要項」「参加申込書」は、下記のＱＲコードからダウンロードすることができます。

【２日目】・・・６月１４日（日）
6:30 起床

7:00 朝のつどい・朝食
8:30 退所点検
9:00 実習Ⅱ

『その時何ができる?!  
自然体験活動の危機管理』

12:00 昼食
13:00 講義Ⅳ

『やってみて実感！
ボランティア活動の留意点』

14:00 実践発表（ボランティア経験者から）
『青少年教育施設の現状と運営』

15:00 閉会式
15:30 解散

＜お申込み・お問合せ＞

独立行政法人国立青少年教育振興機構 国立夜須高原青少年自然の家
Tel:0946-42-5811／Fax:0946-42-5880 「ボランティア」 担当 ［ 上野 ]

福岡県立社会教育総合センター 担当 [ 中田 ]

Tel：092-947-3511／Fax：092-947-8029 
福岡県立英彦山青年の家 担当 [ 伊藤 ]
Tel：0947-85-0101／Fax：0947-85-0103 
福岡県立少年自然の家「玄海の家」 担当 [ 竹井 ]
Tel：0940-62-2511／Fax：0940-62-2513 

〔開催要項・申込書〕

tel:0946-42-5811／Fax:0946-42-5880


持続可能な社会づくりのために、ボランティアとして踏まえておくべきSDGｓの視点を、
カードゲームをとおして学び、お互いの気づきを共有します。

野外活動時において、子どもを安全に導くために、
スタッフとしての心得や緊急時の対処法を体得します。

【 持参物 】
□筆記用具 □上靴 □着替え（夜、寒くなることがあります） □水筒 □洗面用具（石けん､シャンプー、歯磨きセット、タオル）
□健康保険証 □軍手 □野外での活動に適した服装（長袖・長ズボン等)・靴 □常備薬 □レインウェア（雨カッパ）
□口と鼻を覆えるもの（マスク類）

【送迎バス運行予定】 (※ご希望の方は事前に申込みの上、ご利用ください。)
○迎え（A,Bの２コースあります） ※時間は予定です。
A JR原田駅（8:45） ⇒ 西鉄筑紫駅（9:00） ⇒ 自然の家着（9:30）
B JR新飯塚駅（8:30）⇒ JR桂川駅 （9:00） ⇒ 自然の家着（9:30）

○送り（A,Bの２コースあります）
A 自然の家発（15:45）⇒ JR原田駅（16:15）⇒ 西鉄筑紫駅（16:30）
B 自然の家発（15:45）⇒ JR桂川駅（16:15）⇒ JR新飯塚駅（16:45）

開催要項・申込書は
施設ＨＰから
ダウンロードできます。

【 講師 】
実習Ⅱ 『その時何ができる?! 自然体験活動の危機管理』

ＷａｋｕＷａｋｕOFFICE あそＢｅ隊 隊長 薄井 良文 氏
（元阿蘇消防山岳救助隊 隊長）

講義Ⅳ 『やってみて実感！ボランティア活動の留意点』
福岡県立少年自然の家「玄海の家」 主任社会教育主事 原口 好史

【 実践発表者 】
実践発表 『青少年教育施設の現状と運営』

各青少年教育施設のボランティア経験者
国立夜須高原青少年自然の家職員、県立青少年教育施設職員

６月１４日（日）

６月１３日（土）

【 講師 】
講義Ⅰ 『青少年教育の理解』

国立夜須高原青少年自然の家 所長 井上 智朗

講義Ⅱ 『ボランティア活動の意義』
福岡県立英彦山青年の家 主任社会教育主事 中野 智之

実習Ⅰ 『私たちの活動が、押さえておきたいSDGｓの視点』
～カードゲームで未来を考えよう～

SDGｓ推進ネットワークin九州 代表 亀井 直人 氏

講義Ⅲ 『ＫＹＴ（危険予知トレーニング）』
福岡県立社会教育総合センター 主任社会教育主事 中根 正登

♪♪♪昨年度参加者の声♬♫♬
◇ 初めてこのような研修に参加しましたが、とてもいい経験になりました。＜１９歳男性＞
◆ 子ども達やボランティアとしての安全だけでなく、生活の危機管理についても学べました。＜２１歳女性＞
◇ この研修を終え、研鑽したスキルを今後のボランティアに活用していきたいと思っています。＜６６歳男性＞
◆ 今回皆さんの話を伺って、すごい思いを持って活動されているんだな、と思いました。＜７０歳女性＞


